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研究成果の概要（和文）：本研究では，今まで十分に検討されていなかった新しい高齢者の歩行能力評価として，「身
体運動に関する環境情報への選択適応能力」について着目した．実験では，隙間通過動作やまたぎ動作における予測と
実動作との差違について検討した．さらに，前頭葉機能や歩行能力との関連を検討した．実験の結果，選択適応能力は
動作により異なることが分かった．また歩行能力の低い者は，前頭葉機能や選択適応能力の低下が認められた．

研究成果の概要（英文）：In this study, it paid attention as a walking ability evaluation of the senior 
citizen who had not been examined enough up to now about "Selection adjustment ability to environmental 
information on the physical exertion".In the experiment, the difference between the estimation and the 
real operation in the walking through narrow space operation and the stepping over operation was 
examined.In addition, the relation between the frontal lobe function and the ambulatory ability was 
examined. It has been understood that the selection adjustment ability is different according to 
operation as a result of the experiment.Moreover, the person with low locomotion ability got the decrease 
in the frontal lobe function and the selection adjustment ability admitted.

研究分野： 応用健康科学
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１．研究開始当初の背景 

高齢者が転倒せずに安全に歩行するために

は，筋力や関節可動域といった身体能力を整

えるだけでなく，「自身の身体や環境の状況

を正確に把握し，その状況に合わせて，適切

かつ安全な歩行パターンを瞬時に選択する能

力」が欠かせない．しかし先行研究によれば，

歩行中の転倒危険性が高い高齢者は，単に身

体能力が低下しているだけでなく，身体と環

境の状況に即した行動選択能力が非常に低い

ことが指摘されている．たとえば，自身の段

差をまたぐ能力（Sakurai,Higuchi et al. 

2013）を過大評価してしまうことで，転倒に

結び付きかねない行動を自ら選択してしまう

危険性がある．こうした問題が原因となる転

倒を未然に防ぐには，行為選択能力そのもの

を適切に評価し，かつ安全に短期間で改善す

るための手段を考案する必要がある． 

 

２．研究の目的 

本研究では，高齢者の歩行能力に関して，

身体と環境の状況に即した行動選択能力に着

目した．また近年，高齢者の転倒予防分野に

おいて，アフォーダンス知覚認知課題が注目

されており，前頭葉機能の研究では，老化に

より行動抑制機能が低下することが報告され

ている。本研究では，Go/No-go課題とアフォ

ーダンス知覚認知課題との関係性を明らかと

し，高齢者の行動基盤の一部を解明すること

を目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究に参加した者は，若年者群40名，健

常高齢者群21名であった． 

方法は，身体測定5項目，Timed up ＆ go 

test（以下，TUG），5m最速歩行時間，Go/No-go

課題の他，アフォーダンス知覚認知課題とし

て，隙間通過課題（図1参照）とまたぎ課題（図

2参照）を実施し，比較検討した。また，アン

ケートにて過去1年間の転倒歴及び転倒しそ

うになった回数を調査した． 

 Go/No-go課題は，座位にてLEDランプ（赤，

青）を注視し，赤色ではボタンを押し（Go反

応），青色ではボタンを押さない（No-go反応）

ように指示した。全50回試行中10試行が

No-go反応であった。隙間通過課題は，3m先

の隙間について，体を捻らずに通り抜けられ

る最小幅を4回見積もった後，実際の通過可能

最小幅を計測した。またぎ動作課題では，3m

先にバーを提示し，またぐことのできる最大

高を4回見積もった後，実際のまたぎ可能最大

高を計測した． 

統計処理は，群比較としてt検定を行い，更

に課題間の関連性についてSpearmanの相関

係数を算出した。有意水準は5％未満とした． 

図1．実験課題である隙間通過動作の模式図．

実験課題は，3m前方にある2つの障害物による

隙間を体幹の回旋なく通過することである． 



 

図2．実験課題である跨ぎ動作の模式図． 

実験課題は3m前方にある棒を接触なく，跨ぐ

ことである． 

 

４．研究成果 
（１）隙間通過課題と跨ぎ課題の結果から，

これら 2つの能力では加齢の影響が異
なると考えられる． 

（２）Go/No-go 課題の結果と TUG 及び 5m 最
速歩行時間との結果から，Go/No-go課
題で測定している前頭葉の行動抑制
機能が，移動能力と関連することが示
された． 

（３）TUG 及び 5m最速歩行時間の能力が低下
している者は，隙間通過動作や跨ぎ動
作，Go/No-go 課題の能力が低下してい
ると考えられる． 
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